
施策評価（令和５年度）

 担当課名

 評価確定日

２　施策の状況

２－１　成果指標の状況及び定量的評価

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

　※　指標の判定基準

①ａ判定 × 3 個 ＝ 12 点 ④ｄ判定 × 0 個 ＝ 0 点

②ｂ判定 × 0 個 ＝ 0 点 ⑤ｅ判定 × 0 個 ＝ 0 点

③ｃ判定 × 0 個 ＝ 0 点

①～⑤の合計 12 点 ÷ 3 ＝

　※　指標の判定基準　　ａ：４点　　ｂ：３点　　ｃ：２点　　ｄ：１点　　ｅ：０点

　※　成果指標において実績値が未判明となった指標がある場合には、それを除いて平均点を算出する。

２－３　主な取組状況とその成果

　【施策の方向性①　高速道路等の整備】

　【施策の方向性②　港湾施設の整備】

・

（様式２）

施策評価調書

 基本政策１　防災減災・交通基盤

 目指す姿２　交流を支える交通基盤の強化

 幹事部局名 建設部 建設政策課

 評価者 建設部長 令和５年７月31日

92 93 93 96 

90 92 92 

出典：県調べ 100.0%

51.9 52.0 52.1 52.2 

51.6 51.7 52.0 

出典：県調べ 100.2%

2 4 6 6 

0 2 2 

出典：県調べ 100.0%

定量的評価結果 計算式

個（判明済み指標） 4.00

施策の方向性、指標名（単位） 年度
2019
(Ｒ元)

2020
(Ｒ２)

2022
(Ｒ４)

2023
(Ｒ５)

2024
(Ｒ６)

2025
(Ｒ７)

直近の
達成率

判定 備考

①
【施策の方向性①】

高速道路の供用率（％） 100.0% ａ

②
【施策の方向性①】

県管理道路の改築率（％） 100.2% ａ

③

【施策の方向性②】

洋上風力発電における港湾の利
用件数（累積）（件） 100.0% ａ

　　　　ａ：　達成率≧100％　　ｂ：　100％＞達成率≧90％　　ｃ：　90％＞達成率≧80％　　ｄ：　80％＞達成率≧70％　　e　：　70％＞達成率
　　  　n：　実績値が未判明

4.00
（ Ａ 相当）

　※　定量的評価の判定基準　
　　　　Ａ相当：平均点が3.6点以上　　Ｂ相当：平均点が3.2点以上3.6点未満　　Ｃ相当：平均点が2.8点以上3.2点未満　
　　　　Ｄ相当：平均点が2.4点以上2.8点未満　　Ｅ相当：平均点が2.4点未満

・ 高速道路整備促進大会の開催や、建設促進期成同盟会等の要望活動を通じ、事業中区間の早期完成を国に働きかけ
ており、日本海沿岸東北自動車道の二ツ井今泉道路や、遊佐象潟道路、東北中央自動車道の横堀道路、真室川雄勝
道路等の工事が順調に進捗している。

・ 国道101号（浜間口バイパス）や国道107号（本荘道路）等の幹線道路のほか、県道横手大森大内線（三本柳工区）
等の高速ＩＣへのアクセス道路の整備を推進した。また、国道101号（竹生工区）、県道西目屋二ツ井線（荷上場工
区）、県道秋田雄和本荘線（相川工区）のバイパス整備が完了し、令和４年度に供用を開始した。そのほか、秋田
港と秋田自動車道秋田北ＩＣを結ぶ「秋田港アクセス道路」の用地買収を進め、改良工や橋梁下部工の工事を実施
している。

洋上風力発電の拠点の形成に向けたふ頭用地の拡張整備（能代港10.4ha）は順調に進んでおり、計画通り令和６年
度末には完成する見込み。
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３　総合評価と評価理由

５　主な課題と今後の対応方針
施策の
方向性

６　政策評価委員会の意見

総合評価 評価理由

【定性的評価として考慮した点】

課題 今後の対応方針

　成果指標の達成率を基にした定量的評価は4.00で「Ａ相当」であることから、総合評価は「Ａ」
とする。

・

① ○ 高速道路は、防災・減災、国土強靱化に資するとと
もに、地域経済の活性化に大きく寄与することか
ら、早期にネットワークを完成させることが、喫緊
の課題である。

○ 高速道路の沿線市町村等との連携を強化し、ミッシングリン
クの早期解消や暫定２車線区間の４車線化について、国や関
係機関に対して要望していく。

② ○ 洋上風力発電事業等の建設やメンテナンス等の需要
の高まりなどを受けて、環日本海交流の拠点となる
港湾機能の強化が課題となっている。

○ 基地港湾に指定された秋田港及び能代港の機能を最大限に発
揮し、今後事業展開される秋田沖等の洋上風力発電事業にも
港湾群として対応するため、能代港の整備を進めるととも
に、船川港を整備・活用するための検討を行う。

自己評価「Ａ」をもって妥当とする。

Ａ
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